
充電器設置工事に係る記入例・写真例・図面例など
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充電設備設置工事 見積書（様式０４）の記入例（1 ページ目） 説 明

※様式を 5 月に更新していますので、必ず最新の様式をダウンロードして使用してください。 

※設置工事会社に作成を依頼してください。

※設置工事会社が複数ある場合は、それぞれの業者ごとに１部ずつ作成を依頼してください。

文書番号
設置工事業者にて見積書の管理番号等を取得している場合はご記入く

ださい。

見積書の宛先 宛先は申請者（設置者）としてください。

見積書の発行元 発行元は設置工事業者とし、押印ください。（個人印不可） 

件名 設置工事業者発行の見積書と同じ件名をご記入ください。

見積金額
設置工事業者が申請者（設置者）に提出する見積書の設置工事費の金

額と一致するようにご記入ください。

見積書有効期限
原則として３ヶ月以上とし、着工時に有効期限が切れていることがな

いようにしてください。

項目別見積額 「様式 04[別紙]」の（1）～（8）それぞれの小計を転記してください。 

文書番号：

見 積 日：平成25年5月20日

桜電気株式会社 殿

下記のとおりお見積もり申し上げます。

株式会社　充電インフラ整備　　印

￥

￥

￥

平成25年７月

桜電気虎ノ門店

現金

３ヶ月

(8)上記(1)から(7)に含まれない費用等

※項目毎の内訳は別紙のとおりです。

件名   桜電気株式会社　虎ノ門店駐車場　充電器設置工事

6,000,000

200,000

1,500,000

(7)その他工事に係る費用

11,650,000合計

同一の契約の範囲に含ま
れるものは全て

250,000

1,500,000

500,000

(6)付帯設備

見　積　額 備　考

1,500,000

(2)電気配線

(3)電力供給対応

(4)充電器本体据付

項　目

見積金額（税抜）

消費税

合計金額

(1)高圧受変電設備

200,000

11,650,000

582,500

12,232,500

納　　　　期

納 入 場 所

支払条件（期日を含む）

(5)充電スペース整備

見積書有効期限

株

式

会

社

充

電

イ

ン

フ

ラ
整
備 
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充電設備設置工事 見積書（様式４）の記入例（2 ページ目（別紙）） 説 明

項目別見積額

見積金額を（1）～（8）および①～の詳細内容に振り分けてご記入く

ださい。各工事項目の内容は「申請の手引き」P.6~9 および「様式 04
別紙作成時の手引き」をご参照下さい。

（8） 

（1）～（7）いずれにも該当しないものは、「（8）上記（1）～（7）に

含まれない費用等」に計上ください。

　

(小計)

①

②

③

④

(小計)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

(小計)

①

(小計)

①

②

③

④

(小計)

①

②

③

④

(小計)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

(小計)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

(小計)

1,200,000

(8)上記(1)から(7）に含まれない費用等 200,000

11,000
203,000
9,000

500,000

13,000

50,000
214,000

雑材消耗品費

25,000
43,000

(6)付帯設備

前記①～②に係る必要部材

充電器据付に係る掘削、基礎、アンカーボルト、壁補強および支柱設置等の諸工事費

950,000

321,000

現場管理費

100,000

1,500,000

200,000

0

200,000

1,500,000

250,000

0

56,000

屋根又は小屋

前記設置に係る人件費

前記整備に係る人件費

予備用コンセント

高圧受変電設備の交換、増設、新設

185,000
0
0

92,000

前記①～④の機器の搬入・据付

前記設置に係る人件費

電柱、柱上トランス、電線等の設置

路面表示

1,950,000

870,000

2,100,000

60,000

200,000

800,000

81,000

400,000

240,000

77,000

0

充電器防護用ポール

電灯

前記①～⑥の付帯設備設置に係る基礎・アンカーボルト・壁補強および支柱設置等の諸工事費

(7)その他工事に係る費用

前記①～⑦の機器の搬入・据付

前記設置に係る人件費

設置時の停電回避に係る費用

設計に係る費用

項　目

(1)高圧受変電設備

(2)電気配線

(3)電力供給対応

(4)充電器本体据付

(5)充電スペース整備

前記①～④の電気配線に係る必要部材

前記①～④の電気配線に係る諸工事費

前記に係る人件費

前記①の機器の搬入、据付

別　紙

既存路盤撤去・処分費、および路盤再整備費

ライン引き費

前記①～②の整備に係る重機および機材費

寒冷及び塩害対策に係る費用

養生・廃棄物処理・既存物移動に係る費用

設置場所案内板

50,000

電源線

見　積　額

6,000,000

0

接地（アース線）

250,000
300,000

400,000
0

前記①～②の機器の　搬入・据付

前記設置に係る人件費

高圧受変電設備設置に係る基礎・アンカーボルト等工事費

分電盤

急速充電器用手元開閉器

1,500,000
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様式04別紙作成時の手引き

工事内容の解説および条件等 工事内容の分類振分時の留意点等

●高圧受変電設備を交換、増設、新設する場合に要する機器の費用。

●現在の高圧受変電設備では、補助により設置予定の充電設備を稼
動できない場合、必要となる電力量のみを確保する目的で交換・
増設・新設のいずれかによる高圧受変電設備機器の費用を補助。

 １．交換とは
  現在の高圧受変電設備内にスペースがある場合で、『変圧器』を
  取替えること。

 ２．増設とは
  現在の高圧受変電設備内にスペースがない場合で、他の場所に高
  圧受変電設備を設置すること。近接に設置空間がある場合は近接
  場所に設置。近接に設置空間がない場合は、現在の高圧受変電設
  備を高圧分岐し、別の場所に高圧受変電設備を設置。

 ３．新設とは
  新たに電力契約を締結する場合で、補助対象となる充電設備のみ
  に利用する高圧受変電設備を設置すること。なお、現在、低圧受
  電契約により電力の供給を受けている設置場所において、充電設
  備を設置することにより高圧受電契約に変更する場合における高
  圧受変電設備の新設は補助の対象外となります。

１．交換する場合
　・変圧器、変流器、電流計等の機器費用
  ・高圧電線、高圧ヒューズ等の材料費。

２．増設する場合
　・高圧分岐開閉器、変圧器、変流器、電流計等の機器費用。
　・高圧ケーブル、電線管、端末処理材等の材料費。

３. 新設する場合
　１）「同一敷地内複数契約を可能とする特別措置」で設置する場合
　・変圧器、変流器、電流計等の機器費用。
　・1号柱、ＰＡＳ、引込みケーブル、端末処理材等の材料費。
　・地中引込みの場合は、ＵＧＳ等の材料費。
　・竣工試験(耐圧試験等）
　２）新規建設予定地で充電施設の稼働のみの為に新規設置する場合
　・変圧器、変流器、電流計等の機器費用。
　・高圧電線、高圧ヒューズ等の材料費。

*留意点
２.増設の場合は平面図に増設の位置を示すこと。また、高圧分岐の
 　場合はその必要理由も図面に明記すること。
３.新規建設予定地に新規に設置する場合は、計画中の高圧受変電設備

の図面を提出すること

●高圧受変電設備を設置するための基礎やアンカーボルトに要する
費用。

●なお、当該工事に必要な部材等、コンクリート強度試験等の費用
も含む。

・型枠、鉄筋、アンカーボルト、コンクリート等の材料費。
・掘削、埋戻し等の工事費用。
・バックホー等の重機利用に係る費用。

③
●前記①～②の機器の搬入や据付に要する費用。
●なお、重機、重量とび等による特殊搬入費用および搬入経路の確

保費用等も含む。

・重機等をトラックにより搬入する際の運搬費。
・クレーン、ユニックの利用に係る費用。
・荷下に係る費用。

④ ●前記①～③に係る人件費。
・電気主任技術者の立会に係る費用。
・電工、土工、型枠工、左官工、鉄筋工、普通作業員等の労務費。

①

●原則として、補助予定の充電設備を稼働させるため、既存の分電
盤を分岐するために必要な分岐ブレーカー機器の費用。

●なお、補助予定の充電設備の稼動に必要となる電力量に既存の分
電盤が対応できない場合における、当該分電盤の改修・交換、も
しくは追加に要する機器の費用も含む。

この工事項目で対象となる費用は以下の通りです。

・高圧受変電設備の二次側の低圧配電盤に設置する分岐ブレーカー、
　電流計、変流器の機器費用。
・低圧で設置する際の、引込開閉器盤、引込計器盤等の機器費用。
・『同一敷地内複数契約を可能とする特別措置』で設置する際の、
　引込開閉器盤、引込計器盤、ブレーカー等の機器費用。

・電子ブレーカー、電力制御機器の機器費用。

②
●手元開閉器（メンテナンス時に必要となる電源遮断器）の機器の

費用。
●ただし、高圧契約の場所に急速充電設備を設置する場合に限る。

・手元開閉器を構成する、漏電遮断器、ブレーカー等の機器費用。

③

●分電盤内の分岐ブレーカー以降の分岐線の費用。
●なお、補助予定の充電設備を稼動する為に必要な電力量に対応さ

せる（電力会社との責任分界点以降の）幹線の改修の必要がある
場合、その幹線の改修に係る費用も含む。

・電線、ケーブル及び接続材、端末処理材等の材料費。

④ ●接地に係る機器の費用。
・接地極板、接地極棒、接地線等の費用。
・接地抵抗低減剤等の材料費。

⑤
●引き込み柱、架空配線時の支柱、ハンドホール等の電気配線工事に

係る部材の費用。

・架空配線用ポール（装柱材）、手元開閉器取付用ポール、一号柱
　（『同一敷地内複数契約を可能とする特別措置』）等の材料費。
・機器取付用板、プルボックス、ジョイントボックス、埋設シート、
　埋設標柱、埋設標識、ラック、ダクト、メッセンジャーワイヤー、
　電線管、及び付属品等の材料費。
・ケーブルや電線管の支持材の費用。
・線名札の材料費。

⑥
●掘削、埋設、壁面貫通（レントゲン）等の電気配線に係る工事費

用。
●なお、耐圧試験等の費用も含む。

・鉄筋探査、レントゲン、防火区画の処理工事等の費用。
・はつり、基礎工事及び埋設管路の掘削、埋戻しの工事費用。
・舗装の取り壊し、復旧及び仮復旧の工事費用。

⑦
●前記①～④の機器の搬入や据付に要する費用。
●なお、重機、重量とび等による特殊搬入費用および搬入経路の確

保費用等も含む。

・重機等をトラックにより搬入する際の運搬費。
・クレーン、ユニックを利用に係る費用。
・荷下に係る費用。
・機器、配線配管工事用の足場材、及び高所作業車の利用に係る費
  用。

⑧ ●前記①～⑦に係る人件費。 ・電工、土工、型枠工、左官工、鉄筋工、普通作業員の労務費。

①
●急速充電設備を設置する際に、申請者が『同一敷地内複数契約を

可能とする特別措置』に基づく申請をした際に、電力会社が申請
者に請求する工事費用。

*留意点
申請時に電力会社から発行される「引き込み費用の申請者負担分の
請求書（個人負担金のご説明について）」を提出してください。

①
●充電器据付に要する掘削、基礎、アンカーボルト、壁補強および

支柱設置等の工事費用。
●なお、コンクリート強度試験等の費用も含む。

・型枠、鉄筋、アンカーボルト、コンクリート等の材料費。
・掘削、埋戻し等の工事費用。
・バックホー等の重機利用に係る費用。

②
●前記①の充電器据付に要する費用。
●なお、重機、重量とび等による特殊搬入費用および搬入経路の確

保費用等も含む。

・重機等をトラックにより搬入する際の運搬費。
・クレーン、ユニックの利用に係る費用。
・荷下に係る費用。

③ ●前記①～②に係る必要な部材の費用。

・当該充電設備の設置仕様書に記載された材料費。
・傾斜対応時等の、ベースプレート、スペーサー等の材料費。

④ ●前記①～③に係る人件費。
・電工、土工、型枠工、左官工、鉄筋工、普通作業員の労務費。

(2) 電気配線

前記①～②に係る必要部材

①高圧受変電設備の交換、増設、新設

②高圧受変電設備設置に係る基礎・アンカーボルト等工事
費

＊材工一式といった簡略された記入ではなく、別紙で求めらている工事項目別に「機器費用」、「工事費用」、「人件費」等の見積額を記入下さい。

設置工事項目 ／ 工事内容

電源線

前記①～④の電気配線に係る必要部材

接地（アース線）

前記①～②の機器の搬入・据付

(1) 高圧受変電設備

充電器据付に係る掘削、基礎、アンカーボルト、壁補
強および支柱設置等の諸工事費

前記①～④の機器の搬入・据付

前記設置に係る人件費

電柱、柱上トランス、電線等の設置

(3) 電力供給対応

(4) 充電器本体据付

前記設置に係る人件費

分電盤

急速充電器用手元開閉器

前記①の機器の搬入、据付

前記設置に係る人件費

前記①～④の電気配線に係る諸工事費
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様式04別紙作成時の手引き

工事内容の解説および条件等 工事内容の分類振分時の留意点等

＊材工一式といった簡略された記入ではなく、別紙で求めらている工事項目別に「機器費用」、「工事費用」、「人件費」等の見積額を記入下さい。

設置工事項目 ／ 工事内容

①
●補助予定の充電設備を設置する際に、既存のスペースをそのまま

充電用として活用できない場合における、新たにスペースを設け
るための工事費用。

　・設置場所の造成に係る工事費用。
　・具体的には、舗装取り壊し、処分、復旧の費用。
*留意点
・本項の申請をする際は、整備が必要な理由を「平面図」に
  明記してください。

② ●充電区域を囲むラインを引く費用。
・既存の駐車スペースを利用する場合に、充電スペースの区域を明
  確にする為に引かれる白線等の材料費、およびその工事費。

③ ●前記①～②の整備に係る重機および機材の費用。
・クレーン、ユニック、路面カッター、ポリッシャー、転圧機等の
　利用に係る費用

④ ●前記①～③の人件費。
・土工、特殊工、普通作業員の労務費。

① ●公共性を有する充電設備への誘導を目的とする案内板の費用。

・表示板、表示板に用いる柱、留め具等の材料費。
*留意点
・「第１，第２の事業」では、充電設備が存在していることの告知、
　設置場所への誘導を目的とする案内板の設置が必須です。
・設置場所は、公道からの入り口、および設置場所の構内です。
・「平面図」、又は「設置場所見取図」に明記してください。
・案内板の寸法・仕様は問いません。
・「字光式」等照明内蔵の板を申請する際は、理由を上記図面に明記
　願います。。
・「充電スペースの満空表示」は、補助の対象外です。

・「消防法」に定める「急速充電器」設置に関する標識は、補助対象
　になります。

② ●『充電場所』であることの視認性を高める表示の費用。 ・充電スペース等を告知するためのフィルム等の材料費。

③
●充電器を雨等から保護する屋根の費用。
●なお、充電器を豪雪等から保護する必要がある場合の小屋の費用

を含む。

・屋根および小屋の部品費。
*留意点
・屋根を申請する際は、充電器を保護する目的の仕様・大きさのも
　のに限ります。「平面図」仕様・大きさを明記してください。
・小屋を申請する際は、「平面図」に、必要となる理由のほか、小
　屋の寸法・外観図、充電器の寸法を明記してください。
・小屋については、必要性を審査いたします。

④
●日本配線器具工業会規格（JWDS0033）に適合する充電用コンセン

トの費用。
・センターが承認した100V/200Vコンセント、コンセント用ＢＯＸ、
　ブレーカー等の機器費用。

⑤ ●充電器を防護するポールの費用。
・充電器を保護するポール、バリカー、及び車止め等の費用。

⑥ ●充電器本体を照らす目的で設置する電灯の費用。
・照明器具、スイッチ、自動点滅器の材料費。
・照明器具の種類は問いませんが華美なものは補助対象外です。

⑦

●前記①～⑥の付帯設備の設置に係る基礎・アンカーボルト・壁補
強および支柱設置等の工事費用。

●なお、工事に必要な部材の費用およびコンクリート強度試験等の
費用も含む。

・案内板・表示板の支柱設置に係る工事費用。
・型枠、鉄筋、アンカーボルト、コンクリート等の材料費。
・掘削、埋戻し等の工事費。
・バックホーなどの重機の利用に係る費用。

⑧
●前記①～⑦の機器の搬入や据付に要する費用。
●なお、重機、重量とび等による特殊搬入費用および搬入経路の確

保費用等も含む。

・重機等をトラックにより搬入する際の運搬費。
・クレーン、ユニックの利用に係る費用。
・荷下に係る費用。

⑨ ●前記①～⑧に係る人件費。 ・電工、土工、型枠工、左官工、鉄筋工、普通作業員の労務費。

①
●掘削、埋設時等の防寒対策に係る費用。
●各設備・部材の塩害対策に係る費用。

・凍結対策に係る工事費。
・尚、各市町村の定める、「凍結深度レベル」に従った工事の場合
　など、工事内容（掘削の深さ等）を「平面図」に明記してくださ
  い。
・耐塩・耐寒仕様の機器購入に係る費用（塩害塗装は補助対象外
  です。）

②

●損傷防止のための部材の費用および工事費用、安全確保のための
用具等に係る費用。

●廃棄物処理に係る費用。
●充電器設置場所にもともと設置されていた設備等の移動費用。た

だし、既存物移動後の設置費用は含まない。

・撤去品などの処分及び運搬費用。
・養生材、保安施設（仮囲い、カラーコーン、ネットフェンス、安
  全通路マット）、工事看板の費用。
・既存物の運搬費。

③ ●設置工事期間中に発生する当該工事の安全管理等に係る費用。
・安全誘導員の費用等。

④ ●ビス、ドリルの刃など、消耗品等の費用。
・ビス、ドリル刃等に加え、ビニールテープ、圧着端子、ゴミ袋など
  の消耗品、雑材料費。

⑤
●設置工事期間中に、当該工事によって生じ得る停電を回避するた

めの、発電機やバイパス工事等にかかる費用。

・発電機、仮設分電盤などの機器費用・
・仮設ケーブル等の材料費。
*留意点
・停電期間等、費用の内容、及び必要となる理由を明記してくださ
  い。

⑥
●補助対象となる充電設備や設置場所のレイアウト等の設計に係る

費用。

・写真管理、図面管理などの図面作成費用。
・調査、設計、事前協議の費用。

⑦ ●前記①～⑥に係る人件費。 ・電工、土工、型枠工、左官工、鉄筋工、普通作業員等の労務費。

既存路盤撤去・処分費、および路盤再整備費

ライン引き費

前記①～②の整備に係る重機および機材費

寒冷及び塩害対策に係る費用

養生・廃棄物処理・既存物移動に係る費用

設置場所案内板

前記整備に係る人件費

設置時の停電回避に係る費用

設計に係る費用

現場管理費

(7) その他工事にかかる費用

前記①～⑦の機器の搬入・据付

前記設置に係る人件費

充電器防護用ポール

電灯

前記①～⑥の付帯設備設置に係る、基礎・アンカーボ
ルト・壁補強および支柱設置等の諸工事費

(8) 上記(1)から(7）に含まれない費用等

雑材消耗品費

(5) 充電スペース整備

(6) 付帯設備

路面表示

屋根又は小屋

予備用コンセント

前記に係る人件費
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参考様式（02）要部写真

作成日

完　　　　　成

項目番号

既存変圧器の外観

変圧器

交換した変圧器の銘板（申請時は不要）

会社

項　　　目

申請者名

項目番号

実績報告書添付

報
告
者

平成　　年　　月　　日

所属

（１）①項目番号

施　設　名

コメント

氏名

着　工　前

機　器　名高圧受変電設備

既存変圧器銘板
3相　50KVA

コメント
交換した変圧器銘板
3相　100KVA

コメント
既存変圧器外観
3相　50KVA

（１）①

（１）①

コメント

交換した変圧器の外観（申請時は不要）

交換した変圧器外観
3相　100KVA

項目番号 完　　　　　成

既存変圧器の銘板

（１）①着　工　前

着工前の状態で既存変圧器の外
観が確認できる写真 

完了時の状態
交換した変圧
器の外観が確
認できる写真 

既存変圧器の

仕様が確認で

きる写真 交換した変圧
器の仕様が確
認できる写真 

変圧器を交換した場合の参考写真 

変圧器を交換した場合の写真のサンプル                    

申請時は左側・完成時は右側に添付してくださ

申請時 

完成時 

申請時 

完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

                            コメント                                 コメント      
既存キュービクル変圧器銘板
3相　50KVA

増設キュービクル変圧器銘板
3相　100KVA

着　工　前 項目番号 （１）① 完　　　　　成 項目番号 （１）①

コメント コメント
既存キュービクル外観
３相変圧器　50KVA

増設キュービクル外観
３相変圧器　100KVA

既存キュービクルの変圧器銘板 増設したキュービクルの変圧器銘板（申請時は不要）

既存キュービクルの外観 交換したキュービクルの外観（申請時は不要）

着　工　前 項目番号 （１）① 完　　　　　成 項目番号 （１）①

項　　　目 高圧受変電設備 機　器　名 キュービクル 氏名

実績報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

既存変圧器の

仕様が確認で

きる写真 
交換した変圧

器の仕様が確

認できる写真 

着工前の状態
で既存キュー
ビクルの外観
及び付近の状
況が確認でき

る写真 

完了時の状
態で増設
キュービク
ルの外観が
確認できる
写真 

キュービクルを増設した場合の参考写真 

ｷｭｰﾋﾞｸﾙを増設した場合の写真のサンプル                    

完成時 

完成時 

申請時 

申請時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号

コメント コメント
高圧分岐盤

既 存 キ ュ ー ビ ク ル に
設置した分岐装置の部分
（ 申 請 時 は 不 要 ）

着　工　前 項目番号 （１）① 完　　　　　成 項目番号 （１）①

項　　　目 高圧受変電設備 機　器　名 キュービクル 氏名

実績報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

完了時の状態
設置した分岐
機器が確認で
きる写真 

高圧分岐機器を設置した場合の参考

ｷｭｰﾋﾞｸﾙを増設した場合の写真のサンプル                    

完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント                               コメント
新設キュービクル変圧器銘板
3相　100KVA

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号

コメント コメント
新設キュービクル外観
３相変圧器　100KVA

新設したキュービクルの変圧器銘板
（ 申 請 時 は 不 要 ）

新 設 し た キ ュ ー ビ ク ル の 外 観
（ 申 請 時 は 不 要 ）

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号 （１）①

項　　　目 高圧受変電設備 機　器　名 キュービクル 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

新設キュービク

ルの変圧器仕

様が確認できる

写真 

完了時の状
態で新設
キュービク
ルの外観が
確認できる
写真 

キュービクルを新設した場合の参考写真 

ｷｭｰﾋﾞｸﾙを新設した場合の写真のサンプル                    
完成時を右側に添付してください 

完成時 

完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

                          コメント                              コメント
既存分電盤のブレーカー部分

主幹 ELB  3P 100A
分岐　2P20A×15

既存分電盤のブレーカー部分

主幹 ELB  3P 100A
分岐　2P20A×15
増設EV充電用　2P20A

着　工　前 項目番号 （2）① 完　　　　　成 項目番号 （2）①

コメント コメント
既存の分電盤外観

電力会社契約ブレーカー　　６０Ａ
主幹 ELB  3P 50A
分岐　2P20A×6
太陽光連携　 3P30A

増設分電盤外観

電力会社契約ブレーカー　　６０Ａ
主幹 ELB  3P 50A
分岐　2P20A×6
太陽光連携　 3P30A
増設EV充電用　2P20A

既存分電盤のブレーカー部分
増 設 さ れ た ブ レ ー カ ー 部 分
（ 申 請 時 は 不 要 ）

既存分電盤外観
改 修 、 交 換 も し く は 増 設 後 の
分 電 盤 外 観 （ 申 請 時 は 不 要 ）

着　工　前 項目番号 （2）① 完　　　　　成 項目番号 （2）①

施　設　名
報
告
者

会社
申請者名

項　　　目

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

所属
電気配線 機　器　名 分電盤 氏名

着工前の状態
で既存分電盤
の外観及び付
近の状況が確
認できる写真 

完了時の状
態で増設分
電盤の外観
が確認でき
る写真 

完了時の状態

で増設したブ

レーカーを含

め数量が確認

できる写真。 
また充電設備
以外に増設が
ないか確認で
きること。 

着工前の状態
で既存分電盤
のブレーカー
数量が確認で
きる写真 

分岐ブレーカーを増設 
した場合の参考写真 

ブレーカ－を増設する場合の写真のサンプル                    

申請時は左側・完成時は右側に添付してくださ

完成時 

完成時 

申請時 

申請時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
設置した手元開閉器のブレーカー部分

MCB　３P50A
ELB　２P２０A×４

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号 （2）②

コメント コメント
手元開閉器箱外観

設 置 し た 手 元 開 閉 器 の
ブレーカー部分 （申請時は不要 ）

設置した手元開閉器の外観（申請時は不要）

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号 （2）②

項　　　目 電気配線 機　器　名 分電盤 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

手元開閉器を設置した
場合の参考写真 

完了時の状態

で設置した手

元開閉器箱の

外観が確認で

きる写真 

完了時の状態
で手元開閉器
箱のブレー
カー数量が確
認できる写真。 
また充電設備
以外に給電す
るブレーカー
が無いことを
確認できるこ

と。 

開閉器を新設した場合の写真のサンプル                    

完成時 

完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
分岐線
CV 5.5sq-3C(PE 28)
分電盤～充電器

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号 （2）③

                   コメント コメント
幹線改修
既存幹線
EM-CE 60sq-3C　（ＦＥＰ 65）
キュービクル～分岐盤

幹線改修
改修幹線
EM-CE 100sq-3C　（ＦＥＰ805）
キュービクル～分岐盤

敷 設 し た 分 岐 線 の 仕 様 及 び
経 路 が 明 記 さ れ て い る 線 名 札 な ど
（ 申 請 時 は 不 要 ）

既 存 幹 線 の 仕 様 及 び
経 路 が 明 記 さ れ て い る 線 名 札 な ど

敷 設 し た 幹 線 の 仕 様 及 び
経 路 が 明 記 さ れ て い る 線 名 札 な ど
（ 申 請 時 は 不 要 ）

着　工　前 項目番号 （2）③ 完　　　　　成 項目番号 （2）③

項　　　目 電気配線 機　器　名 電源線 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

幹線の改修などの参考写真 

普通充電器 

CV 5.5sq-

分電盤 ～ 充電器 

分岐線の参考写真 

既存状態の幹
線ケーブル仕
様が確認でき
る線名札など
の写真 

改修後状態の
幹線ケーブル
仕様が確認で
きる線名札な
どの写真 

電源線を改修した場合の写真のサンプル                    

申請時 

完成時 

完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
通電確認状況
２０７V

相回転確認状況
正転

完　　　　　成 項目番号 （4）② 完　　　　　成 項目番号 （4）②

コメント コメント
設置した充電設備の外観
急速充電器　NSQC442C　１台

設置した設置した充電設備の銘板
急速充電器　NSQC442C　１台

設置した充電設備の電圧（申請時は不要）
設 置 し た 充 電 設 備 の
相回転の確認 （三相の場合 ）
（ 申 請 時 は 不 要 ）

設置した充電設備の外観（申請時は不要） 設置した充電設備の銘板（申請時は不要）

完　　　　　成 項目番号 (4)② 完　　　　　成 項目番号 （4）②

項　　　目 充電設備機器本体据付 機　器　名 充電器 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

充電器設置の参考写真 

完了時の状態

で充電器の外

観が確認でき

る写真。 
基数分必要。 

充電器の銘板

が確認できる

写真。 
基数分必要。 

 

電圧を確認してい

る状況写真。 
基数分必要。 

相回転を確認し

ている状況写真。 
基数分必要。 

充電器本体据付後の添付写真ｻﾝﾌﾟﾙ 

完成時 
完成時 

完成時 完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号

              コメント コメント
充電スペース整備場所既存の状況 充電スペース整備完了

既存歩道路盤撤去、充電スペース路盤再整備
ライン引き

既存充電スペースの全景 整備された充電スペースの全景（申請時は不要）

着　工　前 項目番号 (5)①② 完　　　　　成 項目番号 (5)①②

項　　　目 充電スペース整備 機　器　名 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

充電スペース整

備前の付近状

況が確認できる

写真 

充電スペース整

備完了時の状

況が確認できる

写真 

充電スペース整備の参考写真 

充電スペース整備の ｻﾝﾌﾟﾙ写真 
申請時は左側・完成時は右側に添付してくださ

申請時 完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日

コメント コメント
完　　　　　成 項目番号 (6)① 完　　　　　成 項目番号 (6)①

                         コメント                           コメント
充電スペース付近
設置場所案内板設置完了

駐車場内
設置場所案内板設置完了

設置された案内板の外観（申請時は不要） 設置された案内板の外観（申請時は不要）

設置された案内板の外観（申請時は不要） 設置された案内板の外観（申請時は不要）

完　　　　　成 項目番号 (6)① 完　　　　　成 項目番号 (6)①

項　　　目 付帯設備 機　器　名 案内板 氏名

工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属

設置場所案内板の設

置が確認できる写真 
設置箇所分必要。 

設置場所案内板の設

置が確認できる写真 
設置箇所分必要。 

設置場所案内板を設置 
した場合の参考写真 

付帯設備設置のサンプル写真 

完成時 完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属
項　　　目 付帯設備 機　器　名 路面表示、屋根・小屋、保護ポール 氏名

設置された路面表示の外観（申請時は不要） 設置された屋根・小屋の外観（申請時は不要）

完　　　　　成 項目番号 (6)② 完　　　　　成 項目番号 (6)③
コメント                              コメント

充電スペース
路面表示設置完了

充電スペース
充電器保護用屋根設置完了

設置されたコンセントの外観（申請時は不要）
設 置 さ れ た 予 備 用 200V コ ン セ ン ト
の 銘 板 （ 申 請 時 は 不 要 ）

完　　　　　成 項目番号 (6)④ 完　　　　　成 項目番号 (6)④
                         コメント コメント
予備用200Vコンセント設置完了 予備用200Vコンセント

BPE021

路面の設置が確認で

きる写真。 
設置箇所分必要。 

屋根及び小屋の設
置が確認できる写

真。 
設置箇所分必要。 

予備用200Vコンセン
トの設置が確認でき

る写真。基数分必要。 

予備用200Vコンセン
トの型番が確認でき

る写真。銘板、梱包

箱の表記など 

付帯設備を設置 
した場合の参考写真 

完成時 完成時 

完成時 完成時 
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参考様式（02）要部写真

作成日 平成　　年　　月　　日

施　設　名
報
告
者

会社

工事完了報告書添付

所属
項　　　目 付帯設備 機　器　名 照明設備、予備用コンセント 氏名

申請者名

設置 された充電器防護用ポール
の 外 観 （ 申 請 時 は 不 要 ）

設置された電灯の外観（申請時は不要）

完　　　　　成 項目番号 (6)⑤ 完　　　　　成 項目番号 (6)⑥
コメント コメント

充電スペース
充電器防護用ポール設置完了　４本

充電スペース
電灯設置完了　１台

コメント コメント
着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号

電灯の設置が確認で

きる写真。 
設置台数分必要。 

保護ポール、車止め

などの設置が確認で

きる写真。 
全数量が確認できる

こと。 

付帯設備を設置 
した場合の参考写真 

完成時 
完成時 

保護ポール
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参考様式（02）要部写真

作成日工事完了報告書添付 平成　　年　　月　　日

申請者名 施　設　名
報
告
者

会社

所属
項　　　目 付帯設備 機　器　名 氏名

寒冷対策の掘削状況の確認（申請時は不要）

着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号 (7)①
コメント コメント

急速充電器用基礎工事
掘削状況　H=600

コメント コメント
着　工　前 項目番号 完　　　　　成 項目番号

凍結深度を考慮し
た掘削が確認でき

る写真。 
 

付帯設備のサンプル写真 

完成時 
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○○○○電気株式会社 

○○○○新築電気設備工事 

［高圧受変電設備の仕様書（申請時）サンプル］ 
 
・メーカーの仕様書が無い場合は、ブレーカー仕様、変圧器の仕様、配線系統など 
 などが確認できる単線結線図などを提出してください。 

受 変 電 設 備 仕 様 書 



－
4
5
－

変圧器交換 

配 置 図 

1973.08.12 

T3 3φ 150kVA 
［仕様確認］ 
交換する変圧器の現

状仕様、交換後の仕

様を記載してください。 



－
4
6
－

T3 
3φ 150kVA 
6600V/210V 

変圧器交換 

結線図 

1973.08.12 

HIV 150mm2 

3-3 MCB 3P 225AF / 200AT 急速充電器  49kw     CV-T 

ブレーカー交換 

［仕様確認］ 
交換する変圧器の現状仕

様、交換後の仕様を記載し

てください。 

［仕様確認］ 
電線なども含めすべて

現状仕様、交換後の

仕様を記載してくださ

い。 

［仕様確認］ 
ブレーカー、負荷名称、負荷容量など

の現状仕様、交換後の仕様を記

載してください。 
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○○○○電気株式会社 

○○○○新築電気設備工事 

［高圧受変電設備の仕様書（実績報告時）サンプル］ 
 
・メーカーの仕様書が無い場合は、現状のブレーカー仕様、変圧器の仕様、 
 配線系統などが確認できる単線結線図に改修予定の箇所と設置される充電器 
 の負荷を記載してください。 
・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載してください。 

受 変 電 設 備 仕 様 書 



－
4
9
－

配 置 図 

1973.08.12 

T3 3φ 150kVA 

【仕様確認】 
交換した変圧器を示し

てください。 



－
5
0
－

結線図 

1973.08.12 

T3 
3φ 150kVA 
6600V/210V 

HIV 150mm2 

【仕様確認】 
交換した変圧器を記載

してください。 

【 】 
電線なども含めすべて

記載してください。 

【仕様確認】 
開閉器仕様、負荷名称、負荷容量な

どを記載してください。 

仕様確認
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○○○○電気株式会社 

○○○○新築電気設備工事 

［分電盤の仕様書（申請時）サンプル］ 
 
・メーカーの仕様書が無い場合は、ブレーカー仕様、配線系統など確認でき 
 単線結線図などを提出してください。 

分 電 盤 仕 様 書 



－
5
3
－

［仕様確認］ 
ブレーカーの仕様を記載してくださ

配 置 図 

1973.08.12 

［仕様確認］ 
ブレーカーの仕様を記載してくださ

［負荷確認］ 
充電設備名称、負荷容

予備           

3000VA           EV普通充電器            

ブレーカー交換 

［仕様確

認］交換す

るブレー

カーの現

状仕様、交

換後の仕

様を記載し

てください。 

ELB   
2P  20A    

ELB   
2P  30A    



－55－

 

○○○○電気株式会社 

○○○○新築電気設備工事 

［分電盤の仕様書（実績報告時）サンプル］ 
 
・メーカーの仕様書が無い場合は、ブレーカー仕様、配線系統など確認でき 
 単線結線図などを提出してください。 
・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載してください。 

分 電 盤 仕 様 書 



－
5
7
－

［仕様確認］ 
ブレーカーの仕様を記載してくださ

結線図 

1973.08.12 

［仕様確認］ 
ブレーカーの仕様を記載してくださ

［負荷確認］ 
充電設備名称、負荷容

3000VA           EV普通充電器            
ELB   
2P  30A    

［仕様確認］ 
交換したブレ－カーを記
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［仕様確認］ 
補助対象の機器は全て型

番、仕様を記載する。 

［レイアウト確認］ 
充電スペースを示す 

[手元開閉器を設置し急速充電器を設置した場合のサンプル] 
 
・当該施設の配置図、外構図などを基に 充電設備、付帯設備の 
 レイアウトを記載してください。 
・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載してください。 

1973.08.12 

［管路仕様確認］ 
管路掘削工事の詳細

を記載。 

［レイアウト確認］ 
付帯設備は全て記載

［基礎仕様確認］ 
補助対象機器のレイアウ

トと基礎を記載する。 

案内標識

手元開閉器盤

車止めブロック
白線

路面表示

ガードパイプ

駐車スペース
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[駐車場に急速充電器を設置した場合のサンプル] 
 
・当該施設の位置図、配置図などに公道との位置関係 
 （進入経路含む）を記載してください 
・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載してください。 

［仕様確認］ 
案内板の仕様を記載する。 

［レイアウト確認］ 
充電設備の設置

位置を記載する 

設置場所見取り図 
○○○○○○○○急速充電器設置工事 

1973.08.12 

［レイアウト確認］ 
案内板の設置位置を

記載する 

急速充電器設置位置

①標識設置

②標識設置

③標識設置
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配線ルート図 
○○○○○○○急速充電器設置工事 

［仕様確認］ 
充電器の仕様を記載する。 

［工法確認］ 
配線経路の工事方

法を記載。架空、地

中埋設、露出、など 

［仕様確認］ 
ケーブル種別、管路種別な

どを記載 

［レイアウト確認］ 
充電設備の設置位

置を記載する 

［レイアウト確認］ 
増設キュービクル、

盤などの位置を記載 

20m 5m
 

5m
 

10m 

［数量確認］ 
立上、立下など含めケーブ

ル長を記載 

増設スマートキュービクル 
動力 3φ 50kVA 
ELCB 3P 200A 

既存引込柱 

既存キュービクル 

CV-T 60sq(架空ﾒｯｾﾝｼﾞｬ) 

［レイアウト確認］ 
充電スペースを記

載する。 

急速充電器新設 
ﾒｰｶｰ：○○○○○○ 
型番：○○○○○○ 
 

架空配線用ポール新設 

ＦＥＰ露出配線 
架空配線 
ＦＥＰ地中埋設配線 

架空配線用ポール～急速充電器 間の配線 
CV-T 60sq(FEP 65地中埋設) 5ｍ 
CV-T 60sq(FEP 65立上保護2m) 10m 
IV 14sq(PF22  2m) 3m 
 

既存引込柱～増設スマートキュービクル 間の配線 

CV-T  60sq(FEP 65地中埋設) 5m 

CV-T  60sq(FEP 65立上保護 2m) 10m 

 

既存キュービクル～増設スマートキュービクル 間の配線 

6kV CV-T 38sq(FEP 65 地中埋設) 10m 

IV 14sq(Ea) IV 22sq(Eb) IV 38sq(Ed)(FEP 40 地中埋設)  10m 

[受変電設備を増設し急速充電器を設置した場合のサンプル] 
 

・当該施設の配置図、電気設備などを基に 配線の経路、長さ、配線方法（埋設、架空など） 

 を記載してください。 

・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載してください。 

1973.08.12 

Ec 

［仕様確認］ 
接地線の仕様も「記載

する。 

IV 14sq 
5m 
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［他用途確認］ 
充電設備以外の設備

も記載してください 

CV-T 60sq 

IV
 8

sq
 

CV 5.5sq - 3C 

VVR 2.0 - 2C 

VVR 2.0 - 2C 

CV-T 22sq 
IV

 1
4s

q 

IV
 5

.5
sq

 

IV
 5

.5
sq

 

照明器具 
メーカー：○○○○○○ 
型番：○○○○○○ 

受変電設備 

［仕様確認］ 
ケーブル種別を記

載する 

［仕様確認］ 
開閉器の仕様を

記載する 

手元開閉器盤 

○○○○○○急速充電設備設置工 1973.08.12 

電気設備系統図 

CV
-T

 1
00

sq
 

CV
-T

 3
8s

q 

［手元開閉器を設けて急速充電器を設置する場合のサンプル］ 
 
・受変電設備及び引込から設置される充電器との配線関係を示してください。 
・充電設備以外の負荷設備がある場合も記載してください。 
・実績報告時に変更箇所がある場合は赤色で記載する。 

予備用コンセント 
メーカー：

○○○○○○ 

課金装置 
メーカー：

○○○○○○ 急速充電器 
メーカー：

○○○○○○ 
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